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研究成果の概要（和文）：本研究では、現状分析が不足している地域医療の患者受療動向を把握するために地域医療デ
ータウェアハウスを構築した。患者情報を保持する都道府県、国民健康保険連合会等の既存データを用いて、受療状況
の詳細な構造を把握するとともに、時系列変化を把握するために人口推計シミュレーションおよび患者の移動距離を把
握するために車両移動距離を併せることにより、地域別、疾病別、年齢階層別、医療機関別の患者受療数推計モデルを
構築し、LGWANにより都道府県に情報提供を行い、診療圏調査が行えるデータ環境の整備を行う方法を与えた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we constructed a regional helthcare data warehouse in order to 
understand the patient visits trend of community medicine status quo analysis is insufficient.
By combining the vehicle movement distance in order to grasp the population estimate simulation and 
moving distance of the patient in order to understand the time-series change, and build regional, 
disease-specific, age group, the medical institution another patient visits number estimation model It 
was
Is carried out to provide information to the prefecture by LGWAN, it was constructed an environment that 
enables the medical sphere investigation

研究分野： 地域医療

キーワード： 地域医療情報　情報の２次利用　位置情報システム

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

（1）自治医科大学地域医療学センターで

は、地域医療を支援するという大学創設時

からの理念をさらに具現化するため、平成

22 年度より地域医療データバンクの構築

を推進している。この地域医療データバン

クは、全国 1,727 市町村及び全国の公的医

療機関と自治医科大学が直接契約を結び、

センターに保健・医療・介護に関する情報

を一元的に集積することにより構築される。

そして同データバンクにより地域の患者・

要介護者像の特徴を明らかにし、各自治体

や公的医療機関が今後の政策・経営を検討

する際に必要となる基盤的情報をフィード

バックすることを目指している。 

 

２．研究の目的 

（1）地域における患者動向等の分析は、

厚生労働省の患者調査等の結果からマス

での分析が中心となっているが、患者の

ニーズが多様化してきたために、従来の

年齢や性別などの単純な指標では患者の

行動が把握できなくなってきている。ま

た、医療マーケットの拡大が困難になり、

既存の医療ニーズの中でシェア拡大を行

う必要が生じてきている。本研究では、

患者情報、市町村情報、医療機関情報、

診療情報等のデータを集約し、地域医療

データウェアハウスを構築する。医療マ

ーケット分析は日本ではほとんどなされ

ておらず、そのために医療資源の有効活

用、診療科の偏在等の問題が解決に至っ

ていないため、地域医療の大きな課題点

となっている。これを解消するための手

法として、このようなデータウェアハウ

スは有用になると考えられる。このデー

タウェアハウスの利用にあたっては、各

協力機関の調整が必要とされるので、そ

の運用、データ提供方法等についても研

究を行うこととした。 

 

（2）本研究では、県単位の患者受療率か

らの推計ではなく、各市町村別の受療率

推計を行うために、患者情報を有する国、

都道府県、国民健康保険連合会等の既存

データを用いて、受療状況の詳細な構造

を把握するとともに、時系列変化を把握

するため、人口推計シミュレーションお

よび車両移動距離を併せることにより、

地域別、疾病別、年齢階層別、医療機関

別の患者受療数推計モデルを構築すると

ともに、診療圏調査が行えるデータ環境

を整備し、研究利用の在り方について研

究することを目的とした。このようなデ

ータウェアハウスが構築されることによ

り、患者動向が細分化した形で把握する

ことが可能となり、行政での活用は非常

に期待されるものとなる。当該分野にお

ける本研究の学術的な特色は、患者（診療

情報）と地理情報システム（GIS）により計

算した距離とから、地域医療の分析を行う

ことである。GIS およびデータマイニング

は、それぞれの分野での研究はされている

が、２つを同時に活用する研究はまだない。

本研究に必要な情報提供を受けることは、

非常に難しく、医療圏分析を行おうとした

研究者は多かったが、患者データの提供を

受けて研究を行っているものは、ごく少数

である。そのため、研究成果の情報を提供

する仕組みは検討されておらず、本研究に

より情報提供体制ができれば、各地域の地

域医療の改善のための情報提供が行えるよ

うになると考えた。地域医療の患者受療動

向情報が地域に提供されれば、地域の医療

資源を正確に把握することが可能となり、

その有効な利活用の促進へとつながること

が期待される。 

 

３．研究の方法 

（1）2008 年から 1999 年までの 10 カ年間

の国民健康保険疾病分類統計表の患者情報



等から将来の受療患者数を市町村別および

区丁字別に推計し、協力医療機関の患者情

報から性別、疾病分類別、年齢階層別の車

移動距離を求め、医療機関のシェアを等高

線で地図上に反映し、推計人口と車移動距

離からの受療動向分析をデータマイニング

し、地図上に反映させる。予測データと実

データを対比させ、分析システムの精度を

上げ、全国展開できる体制づくりを行う。 

 

（2）平成 22 年度：基本データベースの作

成及び平均受療率、人口の将来推計、将来

患者受療数の推計、患者車両移動距離の算

出、地域医療情報の算出を行い、研究成果

をどのように公表できるのかを関連機関と

打ち合わせし、問題の提起を行う。平成２

３年度：毎年、予測したデータを実データ

と対比し、分析精度を上げる。集積データ

の分析には、Data Envelopment Analysis 

(DEA)を活用し、病院の運営効率を算定す

る。患者受療動向分析では、分類分析、ク

ラスタ分析を Visual Mining Studio(数理

システム)を活用して行う。研究期間内にお

いては、モデルケースである３県のデータ

から医療データウェアハウス構築、分析、

実証を行い、公表するための方策を研究す

る。平成２４年度：地域医療情報及び場所

情報コードに関連付けされた地域医療情報

については、「時空 ID」システムを活用し

て集積された大規模な地域医療情報の管理

に関する研究を行う。また、医療機関に時

空 ID システムを導入するための、電子カ

ルテ等との ID の連携手法を開発する。こ

れにより、現行の電子カルテを変更するこ

となく、地域連携化が出来るものを目指す。

平成２５年度：地域特性と医療資源活用形

態を全国的に分析し、効率的な医療提供体

制を解析し、医療機関の資源（医療機器、

検査機器等）の利用状況を活用頻度及び地

図情報システム（GIS）を用いて患者の距

離・時間を算出し、地域における医療機関

の資源利用状況を算出する。GPS・IMES

による位置情報点の設置に必要な位置決定

手法の検討・実証を行った。 

 
４．研究成果 

（1）地域医療データバンクを始めるに当

たり、各市町村長から承諾を求め 1,585 市

町村から承諾書を取り付けることができた。

都道府県ごとのデータについては、国民健

康保険団体連合会および後期高齢者広域連

合に協力を願い、43 国民健康保険団体連合

会および 35 後期高齢者広域連合から承諾

が取れ、解析を行い、地域医療データバン

ク報告書として 46 都道府県に解析データ

を送付した。さらに、熊本県、群馬県の全

医療機関に協力依頼を行い、54 医療機関の

協力を得て、地域特性と医療資源活用形態

を全国的に分析し、効率的な医療提供体制

を解析することができ、医療機関の資源（医

療機器、検査機器等）の利用状況を活用頻

度及び地図情報システム（GIS）を用いて

患者の距離・時間を算出し、地域における

医療機関の資源利用状況を算出することが

できた。 

 

（2）位置情報点の設置に必要な位置決定

手法の検討・実証を行い、現存する医療機

関内の GIS 情報と場所情報コードのマッ

チング及び電子カルテ情報等とのマッチン

グを行うことにより、現行 GIS サーバと場

所情報コードの基本情報、詳細情報を電子

カルテ等の医療機関サーバで管理するため

の手法を開発した。 

 

（3）現在の GIS システムでは、時間情報

を持っていないので、時間情報を持たせた

GISシステムの管理手法の開発及び大規模

なデータベースでの場所情報コードの管理

手法の開発を行う。基本情報、詳細情報を

Web 配信するためのインターフェース、ア



クセス管理手法の開発を行った。これによ

り、30 秒ごとの位置に情報（生体・診察・

生活などの情報）を関連づけることが可能

となり、全情報の名寄せ、情報の時系列化、

情報の分割匿名化、活動量測定、緊急時の

位置認証に活用が可能となり、この場所と

時間の管理システムを「時空 ID」と名付け

た。（図 1） 

図 1 自治医科大学開発の時空 ID 

 

（4）時空 ID は、データをタグ化し、その

一つ一つに時空タグを付与することにより、

既存の ID に頼ることなく、個人にかかる

すべての情報が、時系列に収納することが

できる。この仕組みにより、従来、データ

ベースが活用できなかった、フォーマット

等の問題が回避される仕組みができた。 

（図 2） 

 

図2 時空IDで活用する時空タグのデー

タの集約概念図 

 

（5）位置情報取得については、場所情報

コードおよび GPS/IMES からの位置情報

を取得し、場所情報コード、GPS、IMES

（Indoor Messaging System）による位置

特定システムと、医療情報の連携ができる

ようにシステムを構築した。その結果、大

規模な地域医療情報から地域医療の実態解

析を行い、医療の効率化を推進するための

方策を検討するために、「地域医療データバ

ンク」にレセプト情報等を蓄積し、情報等

の集約方法の検討、解析結果の２次利用方

法の検討を行った。その集積データを用い

て、地域ごとの平均受療率の算定、将来患

者受療数の推計等の解析を行い、地図情報

システム（GIS）解析においては、患者の

医療機関までの移動距離（患者住所地情報

と医療機関所在地情報から医療機関までの

距離・所要時間を 5 疾病ごとに GIS を用い

て算出）と患者・家族の負担の評価（医療

機関までのアクセスに関する距離・時間に

ついての負荷）及びテーセンポリゴン解析

（医療機関への最短距離領域を、ティーセ

ン（近接）ゾーンに分割を行い、それぞれ

の医療機関の位置について、距離的に最も

近い居住地である範囲を表す。）を行い、医

療機関ごとの医療マーケットエリアを作成

することにより、地域医療の実態を可視化

し、医療の地域偏在の状況等について解析

を行った。各大学との連携解析体制につい

ては、データ抽出したデータの転送方法等

について検討を行った。これらの位置情報

を利用することは、医療の効率化、質の向

上に貢献することが確認された。 
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